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石
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脚

　
　
宗
敏
心
理
學
が
始
め
て
禺
現
し
た
の
は
米
國
で
あ
ウ
、
其
後
最
も
盛
に
研
究
さ
れ
て
居
る
の
も

　
亦
米
噸
で
あ
る
。
故
に
今
日
の
宗
敏
心
理
學
か
ら
米
國
の
所
産
を
除
去
し
た
ら
殆
ん
ど
宗
敏
心

　
理
學
な
る
も
の
㌧
存
在
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
　
然
る
に
事
實
に
於
て
此
貴
重
な
る
範
園
の
産
物
が

　
屡
々
拒
絶
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
・
ゲ
ン
・
教
拠
げ
如
き
は
方
法
論
上
か
ら
・
米
驚
風
の
宗
教
心
理

　
學
ド
は
正
當
の
宗
敏
心
理
學
に
あ
ら
ず
ど
噺
言
し
て
憐
か
ら
な
か
っ
た
。
果
し
て
敏
授
の
言
の
如

　
～
、
で
あ
ら
う
か
．
又
そ
れ
と
竜
か
㌧
る
苛
酷
な
る
反
論
は
學
的
見
地
の
相
異
に
基
づ
き
共
上
に
多

紺
少
の
鼠
舞
感
情
が
加
は
つ
℃
莫
論
鋒
を
蒔
鏡
甘
し
π
の
で
あ
ら
う
か
。
此
疑
惑
を
解
↑
π
φ

　
　
　
　
　
擬
能
的
宗
数
心
理
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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幅
　
に
は
、
先
づ
二
業
嚴
正
の
立
脚
地
か
ら
「
米
國
風
の
宗
敏
心
理
學
」
の
特
質
を
見
、
更
に
進
ん
で
其
根
祇

1　
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
米
國
の
宗
教
心
理
學
は
開
拓
者
ス
タ
貰
バ
。
ク
、
ゼ
ー
ム
ス
繭
氏
以

　
後
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
た
が
、
共
代
表
者
は
云
ふ
ま
で
込
な
く
コ
「
、
工
愈
ム
ス
、
キ
ン
グ
、
ス
ト

　
ラ
ッ
塾
ン
、
リ
ユ
置
バ
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　
是
等
の
人
々
は
其
研
究
の
資
料
を
異
に
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
方
法
の
上
に
も
各
々
異
な
る
と

　
こ
ろ
が
あ
る
が
、
然
竜
其
根
本
傾
向
に
於
て
幾
多
の
共
通
灘
が
あ
る
。
故
に
或
る
方
面
か
ら
悉
く

　
同
一
系
統
に
逸
す
と
云
ふ
も
さ
ま
π
げ
な
い
の
で
あ
る
。
今
一
々
の
立
場
を
紹
介
す
る
乙
之
は

　
煩
に
堪
へ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
其
揚
合
で
な
い
か
ら
軍
に
其
馬
手
織
を
指
摘
す
れ
ば
、
彼
等
は
皆
一
、

　
生
物
學
的
二
、
就
二
心
二
二
論
理
、
主
意
隠
里
、
債
値
論
的
の
立
脚
地
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
然
竜
是
等
の
特
徴
は
米
國
に
限
れ
る
傾
向
で
は
な
い
か
ら
、
期
米
謄
躍
特
質
を
一
．
暦
嚴
密
に
詮

表
す
る
に
は
雀
歩
進
ん
蕎
糖
藁
雲
華
を
簡
制
す
れ
ば
生
物
甲
羅
黒
塗
っ
て

　
は
生
活
、
及
行
動
の
二
義
に
即
し
て
入
事
の
宗
敏
性
を
湖
尋
す
る
こ
と
及
び
鮭
會
心
理
學
に
於
て

　
は
功
利
的
賓
用
的
の
意
義
に
て
の
贋
値
論
を
高
調
し
、
個
人
心
理
學
に
於
て
は
主
意
的
心
理
學
と

　
精
響
動
槻
と
を
探
る
事
と
で
あ
る
。
而
も
是
等
の
共
通
織
は
更
に
二
標
目
に
統
一
す
る
こ
と
が

　
出
來
る
、
帥
ち
一
、
機
能
主
義
二
、
儂
値
論
的
立
脚
地
は
彼
等
の
一
切
を
統
括
す
べ
き
概
念
で
あ
る
。

璽



　
夢
解
此
雨
概
念
は
根
本
一
に
蹄
着
す
る
。
即
ち
前
者
は
米
國
宗
敏
ぷ
理
學
の
外
的
特
質
で
前
・
の

　
生
物
學
上
の
特
質
と
精
紳
動
観
と
を
含
み
、
後
者
は
米
國
宗
敏
心
理
學
の
内
的
特
質
で
あ
る
。
斯

　
く
て
「
米
國
風
の
宗
教
心
理
學
」
ぱ
機
能
的
宗
敏
心
理
學
と
償
値
論
的
宗
敏
心
理
學
と
の
二
を
通
じ

　
て
其
概
況
を
知
る
こ
と
が
禺
來
る
の
で
あ
る
。
吾
人
が
機
能
的
心
理
學
を
考
鑑
の
主
題
と
し
だ

　
は
此
の
外
的
特
質
に
被
う
て
米
國
の
宗
敏
心
理
學
を
見
ん
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
此
機
能
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
を
標
識
と
し
て
宗
敷
心
理
學
を
立
て
だ
の
は
ゴ
置
ム
メ
、
コ
置
翠
煙
で
あ
る
。
然
る
に
雨
氏
が
「
機

　
能
」
て
ふ
根
本
概
念
は
爵
氏
共
に
肖
己
の
猫
創
で
は
な
く
し
て
一
般
の
機
能
學
涙
に
追
從
し
だ
の

　
で
あ
る
．
故
に
少
し
く
男
根
祇
と
な
っ
て
”
居
る
機
能
嬉
涙
の
根
本
思
想
を
見
る
の
必
要
．
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
此
織
に
製
し
て
は
機
能
的
■
心
理
學
の
棟
梁
エ
ン
ゼ
ル
教
授
が
屡
々
論
ぜ
ら
れ
た
と
≧
う
に
聞

　
か
ね
ば
な
ら
ん
が
。
其
以
前
に
此
思
想
の
淵
源
と
語
義
の
愛
遜
に
つ
き
て
一
言
し
て
置
く
必
要

　
’
が
あ
る
。
眺
望
の
機
能
的
見
地
、
帥
ち
精
紳
を
主
と
し
て
其
作
用
の
方
面
か
ら
眺
め
て
之
を
目
的

　
論
的
に
解
試
せ
ん
と
す
る
懸
想
は
既
に
ア
リ
ス
ひ
F
ト
ル
に
濫
鱈
し
て
居
る
。
然
竜
そ
を
力
強

　
く
刺
戟
し
π
の
は
ダ
L
ウ
ヰ
ン
の
．
種
の
起
源
」
及
ス
ペ
ン
サ
ー
の
心
理
學
で
あ
る
。
此
雨
者
は
新
心

　
理
學
の
全
般
忙
影
響
し
π
が
、
機
能
主
義
に
と
6
て
は
正
し
く
父
と
母
で
あ
る
。
此
主
義
の
標
語

野
饗
書
は
軍
な
る
作
用
特
殊
の
作
用
功
用
蕩
蕩
藪
等
の
意
義
が
あ
φ
・
種
々
な
る
語
義
の
礎
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－
機
囎
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心
解
脅
職
心
理
墨
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四
7

脚
　
遷
が
あ
っ
カ
。
近
く
英
米
心
理
尋
者
の
用
語
例
に
見
る
も
檬
々
の
差
異
が
あ
る
。
　
一
騰
此
語
を

ユ

・
精
紳
的
に
用
ゆ
る
の
は
性
相
學
涙
以
後
の
こ
と
で
英
國
の
心
理
學
者
は
性
相
輿
よ
ウ
、
傳
・
織
し
て

　
用
ゆ
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。
　
ペ
イ
ン
は
種
々
の
瓢
に
於
て
性
相
學
の
影
響
を
受
け
て
居
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

・
氏
は
多
く
之
れ
を
使
用
し
且
つ
一
般
化
し
カ
と
云
は
れ
る
。
然
も
今
日
の
機
能
主
義
の
如
く
構
’

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
．
成
轟
轟
9
霞
⑦
こ
機
能
貯
零
嘗
。
渾
と
封
慨
し
て
用
ゆ
る
乙
と
は
實
に
ぜ
蓄
ム
ス
敏
授
に
始
量
る
こ
と

　
は
頗
る
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
ふ
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

　
　
然
ら
ば
更
に
進
ん
で
テ
イ
。
チ
エ
ナ
ー
氏
等
の
「
構
成
的
心
理
學
」
に
謝
抗
し
て
立
つ
た
「
機
能
的
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
學
と
は
い
か
煮
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
創
唱
者
エ
ン
ぜ
〃
氏
に
依
れ
ば
此
涙
の
主
張
は
大
要
三

　
織
に
蹄
着
す
る
。
ズ
第
て
機
能
心
理
劇
は
心
的
要
素
の
心
理
學
に
野
し
て
心
的
機
能
の
心
理
學
で

　
あ
る
、
換
言
せ
ば
意
識
の
蓼
碁
の
心
理
學
よ
ウ
旺
別
し
て
意
識
の
ぎ
ヨ
琶
噸
の
心
理
學
だ
ら
ん
と

　
す
る
も
の
で
あ
ゑ
第
一
以
機
能
心
理
學
は
精
聯
の
原
本
的
任
務
は
有
機
禮
の
里
並
と
環
境
と
の
中

　
介
者
π
る
に
あ
う
と
見
て
、
功
利
的
立
脚
地
よ
今
心
理
學
を
建
設
せ
え
と
す
ハ
第
三
内
機
能
心
理
學
は

　
特
殊
の
精
淋
物
理
學
で
あ
る
、
帥
ち
精
紳
生
活
を
正
當
に
包
括
的
に
鑑
識
せ
ん
が
だ
め
、
心
身
、
關
係

　
の
本
質
的
旨
趣
を
認
識
し
且
つ
力
詮
す
る
心
理
學
で
あ
る
云
々
。
　
第
一
の
主
張
は
過
去
及
現
在

　
の
心
、
謹
趨
に
於
β
る
意
識
の
抽
象
的
静
観
的
分
轄
の
舞
害
に
面
し
哩
勝
に
現
實
的
繧
鹸
に
帥
し

鵬



　
　
精
瀞
の
動
的
見
地
を
高
調
し
た
の
で
あ
る
。
精
聯
は
進
動
し
つ
㌦
あ
る
生
活
で
あ
る
、
観
念
と
云
．

　
　
ひ
．
知
畳
と
云
ふ
竜
實
は
乙
の
複
難
に
し
て
包
括
的
な
る
精
神
活
動
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
、
別
に
特

　
　
・
平
な
る
能
力
が
凝
然
と
し
て
存
在
し
て
居
る
の
で
は
な
く
全
く
抽
象
の
結
果
か
く
の
如
き
を
假

　
　
平
し
π
の
で
あ
る
。
若
し
も
発
墨
が
特
定
の
要
素
か
ら
成
立
し
居
る
が
如
く
読
風
も
の
あ
ウ
と

　
　
せ
ば
此
原
・
的
生
活
を
抽
象
的
聯
想
的
に
断
片
的
疑
物
的
切
断
的
に
曲
解
す
る
も
の
に
外
な
ら
漁
。

　
　
第
二
の
主
張
は
糟
…
憩
生
活
を
有
機
膿
が
環
境
に
棚
封
ず
る
順
慮
の
手
段
と
見
、
從
て
目
的
若
く
は
適

　
　
懸
に
飛
せ
ら
る
＼
活
動
及
び
過
程
を
重
視
す
る
の
で
あ
っ
て
、
全
く
生
物
學
よ
ム
得
だ
思
想
で
あ

　
　
る
。
而
し
て
乙
＼
に
云
ふ
と
乙
ろ
の
環
境
と
は
自
然
と
枇
會
と
を
含
め
て
居
る
こ
と
は
勿
論
で

　
　
あ
る
。
第
三
の
裾
張
は
目
的
に
甥
す
る
順
鷹
に
含
罵
れ
π
る
活
動
は
そ
が
い
か
悪
心
純
な
ウ
と

　
　
も
叉
反
甥
に
い
か
程
複
難
な
ウ
と
竜
必
ず
そ
は
‘
精
…
紳
物
理
的
有
機
膿
の
順
鷹
即
ち
「
心
身
の
過
程
」

　
　
で
あ
る
と
云
ぷ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
是
等
の
三
要
項
か
ら
推
知
さ
る
＼
如
く
機
能
的
心
理
學
は
主
意
論
の
立
脚
地
に
立
ち
て
主
知

　
　
的
見
解
に
封
抗
し
、
意
識
を
ば
具
膿
的
個
麗
質
に
見
て
抽
象
的
意
識
概
念
を
苑
絶
し
、
叉
一
般
に
實

　
　
用
論
的
傾
向
を
有
し
て
居
る
。
爾
ほ
此
の
學
涙
が
倫
理
、
論
理
、
乃
至
哲
學
に
多
し
て
い
か
な
る
態

．
節
度
を
採
る
か
と
墨
筆
と
は
農
あ
る
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
書
、
に
直
接
の
關
係
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
機
能
的
宗
敏
心
理
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡．

@
　
　
　
・
　
　
五
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六
）

囎
ら
、
「
馬
添
に
封
ず
る
構
成
的
心
理
學
と
機
能
的
心
理
學
と
の
關
係
」
と
題
す
る
と
ン
ぜ
ル
氏
の
論
文

　
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
置
く
。

二

　
機
能
的
心
理
學
の
意
義
は
賂
ぼ
理
會
し
た
と
思
ぶ
が
、
此
の
見
地
の
上
に
宗
敏
脛
験
は
い
か
に

取
扱
は
れ
疫
で
あ
ら
う
か
。
催
事
を
始
め
て
企
輸
し
た
の
は
工
蓄
ム
ス
で
あ
ウ
、
そ
を
完
成
し
π

の
は
コ
「
で
あ
る
。
故
に
．
先
づ
エ
す
ム
ス
の
論
述
を
見
、
其
鮫
陥
の
何
れ
に
あ
ウ
し
や
を
看
破
し
、

そ
が
い
か
に
コ
「
氏
に
依
て
補
充
さ
れ
し
か
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
う
剴
は
最
初
に
機
能
的

宗
教
心
理
學
の
職
分
に
つ
き
て
読
明
し
て
居
る
、
そ
れ
に
依
れ
ば
、
凡
そ
機
能
的
の
見
地
は
從
來
の

心
的
要
素
に
宗
敏
性
の
．
根
源
を
求
め
ん
と
す
る
一
切
の
偏
僻
を
打
破
し
て
、
現
實
の
宗
敏
に
含
ま

れ
た
る
人
性
の
．
総
轄
を
観
察
し
、
且
つ
宗
敏
登
達
の
あ
ら
ゆ
る
階
段
を
探
求
せ
ん
と
す
る
も
の
で
・

あ
る
。
氏
の
研
究
方
法
は
登
生
醜
音
更
的
で
あ
る
が
、
其
の
是
を
用
ゆ
る
潔
癖
は
現
象
の
螢
生
と

伸
展
と
を
成
る
べ
く
血
膿
相
に
於
て
槻
察
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
云
ふ
。
　
而
し
て
氏
は
多
く
の

原
始
宗
敏
を
引
、
如
し
た
が
、
其
理
由
は
是
等
宗
敏
σ
原
始
相
は
蕾
に
其
春
窮
に
し
て
観
察
に
便
な

る
の
み
な
ら
ず
、
是
等
は
人
類
の
宗
敏
性
を
明
臼
に
登
遠
し
て
居
る
。
　
此
宗
敏
性
の
根
基
は
本
質
肝



　
上
後
代
の
丈
化
に
．
至
る
迄
何
等
の
羊
飼
を
受
く
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

　
か
ら
宗
敏
の
起
源
及
登
展
を
知
ら
ん
と
せ
ば
腿
骨
と
も
原
始
宗
敏
の
観
察
を
怠
っ
て
は
な
ら
ん
．

　
の
で
あ
る
。
　
工
塞
ム
ス
氏
の
宗
敏
心
理
學
は
宗
敏
の
種
族
的
薮
達
と
、
個
人
的
七
号
と
を
刎
途
に

　
疽
及
し
、
最
後
に
現
在
を
中
心
と
し
て
、
個
人
的
團
膿
的
馬
験
を
考
察
し
だ
。
恐
ら
く
何
人
も
此
組

　
織
を
不
當
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。
然
も
各
部
の
論
述
に
至
う
て
は
重
砲
自
の
見
解
が
斜
な
う
極

　
端
に
登
揮
さ
れ
て
居
る
。
種
族
的
螢
逮
の
部
門
で
は
原
始
宗
敏
に
於
け
る
決
定
的
衝
動
、
習
慣
、
禁

　
忌
、
儀
禮
、
呪
術
、
鬼
紳
、
犠
牲
、
勝
薦
、
紳
話
、
宗
敏
登
達
の
條
件
等
を
説
明
し
た
。
　
就
中
原
始
宗
敏
の
決
、
定

　
的
衝
動
の
論
述
は
氏
の
主
な
る
特
色
が
現
は
れ
て
居
る
。
　
乙
＼
で
氏
は
原
始
生
活
に
於
て
．
宗
教

　
は
祇
會
的
慣
習
で
あ
る
、
從
て
そ
は
呼
時
の
生
活
興
味
に
關
係
す
る
、
其
故
に
諸
般
の
現
象
と
宗
敏

　
と
は
不
可
離
の
竜
の
で
あ
る
と
し
π
。
至
極
穏
當
の
こ
と
㌧
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
然
る
に
進

　
ん
で
其
関
関
的
興
味
は
何
ぞ
や
の
問
題
に
野
し
て
頗
る
大
嘗
額
る
假
設
を
な
し
π
。
即
ち
氏
は

　
食
色
早
事
を
人
類
生
活
の
「
根
本
動
因
」
と
し
て
居
る
。
　
蓋
し
氏
に
依
れ
ば
人
類
の
個
人
的
生
活
の

　
中
核
は
生
命
及
種
の
保
存
で
あ
る
か
ら
此
元
素
的
本
能
は
一
切
生
活
を
騙
零
す
る
動
因
で
あ
る
。

　
轡
に
個
人
生
活
の
み
に
あ
ら
ず
鮭
會
生
活
に
つ
き
て
云
ふ
竜
全
く
同
様
で
あ
る
、
文
化
更
及
び
土

㎜
俗
學
の
示
す
所
の
事
實
に
徴
す
る
も
原
始
甦
會
に
あ
っ
て
は
女
子
が
肚
會
結
合
の
申
心
と
な
互

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
機
能
鮒
鎌
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
哲
一
　
脇
γ
　
研
一
　
惣
加
　
　
　
第
｝
三
　
十
山
ハ
　
㈹
鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
　
ゆ

惚
狩
猟
的
翻
研
的
な
る
男
子
は
女
子
を
保
護
す
る
の
役
旨
を
演
じ
て
融
會
の
外
相
を
磯
観
す
る
に

1
　
止
ま
ウ
、
從
て
琢
系
制
の
職
會
を
現
出
し
て
居
る
。
宗
敏
は
主
と
し
て
男
子
の
司
る
と
こ
ろ
で
あ

　
る
が
祭
記
は
著
し
く
食
物
に
漉
し
て
居
る
。
此
思
想
は
ジ
ュ
ー
イ
ス
、
モ
ル
ガ
ン
、
メ
f
ゾ
ン
、
殊
に
ト

　
ー
マ
ス
或
の
「
男
女
と
肚
曾
」
に
順
態
し
だ
襟
で
あ
る
。
氏
は
更
に
プ
リ
ン
ト
ン
、
キ
ン
グ
爾
氏
に
依

　
て
，
此
事
實
は
一
切
の
時
庭
に
普
遍
安
當
な
る
こ
と
を
論
じ
，
宗
敏
の
螢
達
鍵
化
は
是
等
本
能
が
自

　
然
的
魁
會
的
環
境
に
反
寵
せ
る
に
依
て
生
ず
と
し
か
。
慣
習
禁
忌
に
つ
き
て
は
在
來
の
主
理
的

　
，
見
解
を
破
し
慣
習
禁
忌
は
祉
心
的
機
能
と
實
際
的
活
動
の
條
件
に
て
読
明
す
べ
丸
其
密
生
は
行

　
爲
血
行
後
の
満
足
と
不
満
に
基
づ
き
て
無
意
識
的
に
生
じ
、
そ
が
有
す
る
制
裁
力
と
淋
聖
性
底
事

　
件
其
者
の
重
要
と
爾
古
誌
面
、
反
復
の
効
果
、
驚
異
心
、
反
封
牲
の
嫌
厭
、
因
果
に
封
ず
る
無
知
等
よ
ら

　
生
ず
と
読
明
し
て
居
る
。
儀
典
露
塵
徳
、
論
に
て
は
露
宿
を
最
贋
義
に
解
し
て
其
公
的
性
質
と
情

　
緒
的
起
源
を
挫
き
同
襟
の
見
地
か
ら
呪
術
を
読
明
し
た
。
青
め
鬼
痴
言
は
ク
隠
り
；
氏
等
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
我
と
他
我
と
の
並
立
的
験
生
硬
を
用
ひ
て
、
鬼
榊
の
叢
達
は
要
す
る
に
魁
會
意
識
の
宝
達
を
標
識

　
す
る
こ
と
を
立
謹
す
る
竜
の
で
あ
る
。
次
に
氏
に
よ
れ
ば
幽
々
の
根
無
は
食
物
に
あ
る
其
機
能

　
は
難
力
を
獲
得
し
叉
は
禁
忌
を
彿
浮
す
る
に
あ
る
。
　
然
も
容
儀
の
眞
の
蟹
値
は
團
膿
の
肚
會
生

　
活
を
輩
固
に
す
る
カ
に
存
す
る
．
．



　
　
以
上
種
族
的
宗
敏
鋸
南
に
秘
す
る
エ
！
ム
ス
氏
の
説
明
は
氏
の
根
本
想
定
の
一
貫
的
適
用
で

　
あ
惹
が
、
更
に
宗
敏
の
個
人
的
溜
桶
論
に
入
っ
て
は
一
層
此
傾
向
が
翻
心
に
な
っ
て
居
る
。
氏
に

　
依
れ
ば
宗
敏
ば
最
込
充
謝
せ
る
最
も
力
強
き
赴
會
意
識
と
合
一
す
る
竜
の
で
あ
る
。
然
る
に
見

　
童
は
正
面
な
る
機
能
的
意
義
に
て
の
入
格
者
で
な
い
、
從
て
宗
敏
的
で
な
い
、
尊
意
の
興
味
は
直
接

　
的
瞬
問
臨
で
あ
っ
て
行
爲
の
結
果
を
考
慮
せ
ず
臼
的
竜
な
く
理
想
竜
な
い
、
故
に
彼
等
ぽ
個
人
的

　
利
己
的
で
残
忍
性
を
有
す
る
。
か
㌧
る
朕
態
の
下
に
璽
的
態
度
を
敏
ぐ
は
勿
論
で
．
あ
る
。
唯
見

　
童
は
自
己
の
危
機
に
遭
遇
す
る
時
初
め
て
就
會
償
値
の
系
統
に
摺
れ
其
非
運
省
的
行
動
を
之
に

　
順
鷹
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
　
斯
く
て
児
童
期
の
宗
教
は
ス
タ
婁
バ
ッ
ク
氏
の
所
謂
外
的
宗
敏
で

　
あ
る
。
　
次
に
幌
近
諸
學
者
の
研
究
の
結
果
青
年
期
は
個
人
に
於
け
る
宗
敏
搬
起
の
正
當
な
る
時

　
期
た
る
乙
と
を
確
め
π
。
此
事
怯
直
接
に
青
年
期
の
最
根
本
的
特
質
た
る
性
慾
本
能
の
成
熟
と

　
關
．
回
し
て
居
る
。
　
此
本
能
か
ら
宗
敏
に
本
質
的
な
る
同
威
的
鮭
會
臨
結
帯
を
機
生
ず
。
　
呈
媚
に

　
於
て
馬
入
が
合
一
を
求
む
る
と
同
一
の
衝
動
は
更
に
友
情
、
親
愛
、
愛
瞬
、
搏
愛
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
。

　
而
し
て
此
々
入
的
順
懸
の
特
質
は
個
人
●
封
團
禮
及
び
醐
禮
相
互
の
問
に
も
見
ら
る
＼
の
で
あ
惹
。

　
唯
正
常
の
個
人
が
眞
に
祉
會
的
宗
敏
的
と
な
る
と
否
と
は
其
環
境
と
陣
取
の
如
何
に
依
る
も
の

㈱
で
あ
る
か
ら
成
る
べ
く
漸
進
的
畳
醒
を
期
せ
ね
ば
な
ら
臓
。
此
織
に
於
て
回
心
の
便
値
を
認
め

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
藪
…
心
理
學
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
・



　
　
　
　
　
折
ロ
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
慾
塀
　
一
二
　
十
・
　
山
ハ
　
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

鵬
ね
ば
な
ら
綴
が
、
其
弊
害
竜
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
萎
ム
。

1

　
　
最
後
に
エ
「
ム
ス
氏
は
個
人
的
及
馬
蝉
的
経
験
に
於
け
る
宗
教
の
位
置
と
題
し
て
其
思
想
を

　
纒
め
て
居
る
。
其
要
を
云
へ
ば
以
上
の
登
生
的
就
會
的
探
求
に
て
指
示
せ
る
が
如
く
宗
敏
は
個

　
人
及
祉
會
生
活
の
必
須
に
出
つ
る
最
高
の
呼
掛
煙
草
値
の
意
識
で
あ
る
、
一
切
の
宗
敏
的
形
式
は

　
早
舞
意
識
の
表
現
に
外
な
ら
滋
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
氏
は
紡
織
に
立
ち
て
濫
徳
と
宗
敏
と
の
不

　
離
の
關
係
を
見
、
更
に
淋
の
観
念
の
意
義
及
び
便
値
を
論
じ
て
居
る
が
、
其
主
張
は
全
然
ぜ
置
ム
ス

　
敏
授
の
功
利
的
實
用
論
的
紳
観
の
繰
返
し
で
あ
る
。
曰
く
「
紳
の
観
念
の
機
能
は
耳
蝉
學
的
功
用

　
に
存
す
る
、
帥
ち
人
間
の
有
せ
る
あ
ら
ゆ
る
債
値
を
普
遍
化
し
理
想
化
す
る
に
用
ゐ
ら
る
㌦
。
紳

　
の
観
念
は
其
内
に
へ
乙
生
活
の
興
昧
と
債
値
と
を
含
む
が
故
に
人
類
経
験
の
最
大
眞
實
性
を
詮

　
表
す
る
、
而
も
思
想
は
本
來
目
的
的
で
あ
る
果
て
紳
の
観
念
は
人
格
性
を
含
む
、
人
格
は
行
爲
と
離

　
れ
て
云
ふ
乙
と
は
繊
罪
な
い
か
ら
紳
の
槻
念
は
目
的
論
的
観
念
で
あ
る
」
と
。
氏
は
叉
宗
敏
減
情

　
の
考
察
を
試
み
て
こ
㌧
に
感
風
其
猫
脚
の
見
地
を
適
用
し
て
「
凡
そ
威
情
は
其
背
後
に
潜
む
原
本

　
．
的
本
能
的
順
鷹
に
帥
し
て
之
を
見
る
と
き
始
め
て
其
興
實
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
を
得
べ
し
』

　
と
三
つ
カ
。



三

　
　
機
能
的
宗
敏
心
理
學
の
最
初
の
建
設
は
上
の
叙
蓮
に
明
か
に
見
ら
れ
る
蹄
く
細
粗
嫌
な
姿
に

　
止
寮
っ
て
居
る
。
第
一
に
機
能
の
意
義
は
エ
ン
ゼ
ル
が
語
い
た
其
慣
に
何
等
の
批
剣
も
な
く
適

　
漉
き
れ
た
。
然
．
る
に
此
概
念
は
本
來
生
物
學
か
ら
轄
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
一
般
精
瀞
現

　
象
殊
に
肚
會
心
理
的
現
象
に
適
用
す
る
揚
合
に
は
必
ら
ず
や
嚴
密
な
る
意
義
の
穿
盤
と
使
用
の

　
範
團
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
を
映
く
な
ら
ば
其
適
用
の
結
果
は
驚

　
く
べ
き
謬
見
か
、
然
ら
ず
と
ず
る
鼠
輩
な
る
比
論
に
過
ぎ
な
い
乙
と
に
な
る
。
ゴ
貰
ム
ス
氏
が
原

　
始
生
活
の
中
心
的
衝
動
を
偏
曲
な
る
枇
會
起
源
説
に
依
っ
て
定
め
宗
敏
の
標
識
を
か
㌧
る
も
の

　
に
見
た
の
は
實
に
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
又
氏
が
原
始
階
段
か
ら
最
高
宗
敏
の
形
式
に
至

　
る
寮
で
宗
敏
意
識
の
申
核
は
終
始
一
貫
す
と
辛
き
な
が
ら
、
駿
達
せ
る
宗
敏
の
解
羅
に
ば
い
つ
と

　
は
な
し
に
便
値
の
概
念
を
混
入
し
て
當
初
の
根
本
衝
動
を
閑
却
し
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
若

　
し
氏
が
機
能
と
債
値
と
を
同
一
毒
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
最
初
か
ら
、
斯
か
る
一
二
の
本
能
を
誇
張

　
し
な
か
つ
だ
筈
で
あ
る
。
而
し
て
コ
」
氏
は
い
か
に
是
等
の
歓
陥
を
補
充
し
だ
で
み
ら
う
か
。

㎜
固
よ
う
氏
の
髭
面
に
縷
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
冗
漫
を
避
く
る
控
め
に
氏
が
論
述
し
空

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
教
心
理
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
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あ
る
。

至
っ
た
。

哲

學

研

，

究

一
の
内
容
を
論
ぜ
ず
、
唯
其
主
要
思
想
を
摘
出
す
る
に
止
め
よ
う
。

n

9

氏
が
二
．
ー
ム
ス
氏
に
一
歩
を
進
め
た
と
思
は
る
ヽ
の
は
氏
が
論
述
の
営
初
に
機
能
て
ふ

主
義
の
淵
源
か
ら
設
朋
し
た
。

事
賞
は

概
念
の
意
義
に
到
し
て
批
判
的
態
度
を
採
っ
た
こ
と
に
も
認
め
ら
れ
る
。

氏

に

依

れ

ば

心

理

學

を

生

物

學

に

闘

係

せ

し

め

ん

と

す

る

企

は

氏

は

先

づ

心

的

機

能

吾

人

を

し

て

心

的

過

程

を

ぱ

生

活

の

諸

朕

態

に

到

す

る

能

働

的

順

應

の

一

部

と

考

へ

し

む

る

に

こ
ヽ
に
心
的
過
程
は
一
種
の
機
能
と
見
ら
る
ヽ
様
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

に
機
能
と
は
生
物
に
限
つ
て
用
ゐ
ら
る
ヽ
語
で
あ
る
が
、
其
意
義
は
或
る
機
官
若
く
は
過
程
が
個

證
若
く
は
園
饒
の
生
活
を
支
持
、
再
生
、
改
善
に
資
す
る
役
目
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
勘
は
明
か
に

目
的
論
的
で
あ
る
。

然

る

に

機

能

を

ば

箪

に

生

物

學

的

見

地

に

使

用

す

る

時

は

有

機

證

が

其

環

境
に
到
し
て
為
す
順
應
は
極
め
て
容
易
に
理
解
せ
ら
る
＼
が
、
若
し
之
れ
を
精
紳
に
適
用
す
る
に

営

つ

て

は

大

い

に

其

意

義

を

制

限

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

心

的

機

能

は

環

境

に

到

す

る

順

應

と

す
る
場
合
に
人
々
は
や
，
ヽ
も
す
れ
げ
ば
生
物
學
の
比
論
に
よ
り
て
精
紳
を
ば
人
類
生
存
の
手
段
と

云
ふ
様
に
考
へ
て
萬
事
を
頷
し
た
か
の
如
く
に
装
ふ
傾
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
頗
る
盛
H

薄
な
見
地
で

試
み
に
精
紳
其
自
身
の
立
場
か
ら
順
應
の
劉
立
た
る
環
境
の
性
質
を
考
慮
．
し
て
見
る
に
、

第
一
に
吾
人
は
自
然
に
到
し
て
動
物
と
同
じ
意
味
に
て
順
應
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
。

第

三

十

六

賊

ご
1

こ
ヽ



　
反
音
北
薗
然
を
ぱ
吾
入
に
順
慮
せ
し
め
ん
と
し
つ
㌧
あ
ウ
や
に
見
ゆ
る
迄
に
吾
人
の
目
的
の
だ

　
あ
に
之
を
使
用
し
て
居
る
。
荷
且
自
然
の
内
に
於
け
る
吾
人
の
生
活
は
圭
と
し
て
入
類
二
野
の

　
法
期
に
從
っ
て
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
第
二
に
吾
人
が
湿
舌
的
環
境
に
諾
し
て
い

　
か
龍
順
覚
し
て
居
る
か
。
背
離
心
理
二
上
の
観
察
に
よ
れ
ば
「
自
我
」
と
「
他
我
」
と
は
最
初
か
ら
與
へ

　
ら
れ
て
、
其
扁
が
他
を
勤
．
境
と
し
て
之
に
順
鷹
す
る
の
で
な
く
し
て
、
爾
者
は
人
格
生
成
の
過
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
於
け
る
相
互
．
的
爾
面
で
あ
る
。
こ
㌧
に
於
て
心
的
機
能
は
自
我
を
實
現
し
つ
＼
あ
る
人
格
に
即

　
し
て
其
翼
の
意
義
を
生
ず
る
に
至
る
の
ぞ
あ
る
。
下
膨
か
ら
見
て
奔
「
ム
ス
が
生
物
學
の
有
機

　
謹
が
環
境
に
五
拾
す
る
と
云
ふ
、
表
語
を
代
へ
て
精
聯
物
理
的
有
機
膿
若
く
は
心
身
が
環
境
に
順

　
慮
す
る
機
能
と
し
た
の
は
未
だ
不
完
全
な
る
を
免
か
れ
ん
の
で
あ
る
。
機
能
心
理
學
は
か
く
て
。

　
最
初
に
自
我
實
現
の
心
理
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
冗
。
　
　
　
・

　
　
然
ら
ば
即
下
は
い
か
な
し
て
発
現
せ
ら
る
＼
か
。
そ
は
慾
望
を
根
基
と
す
る
便
値
意
識
の
伸

　
展
で
あ
る
。
慾
望
若
く
は
欲
求
は
愚
問
生
活
の
恒
常
的
事
歴
で
あ
る
。
而
し
て
欲
求
の
上
に
或

　
鳳
欲
求
の
問
に
更
に
欲
求
が
生
ず
る
。
換
言
す
れ
ば
便
値
到
断
の
上
に
更
に
償
値
到
…
蹴
が
行
は

　
れ
る
。
」
蓋
欲
求
は
選
揮
で
あ
る
選
揮
は
債
値
の
動
噺
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
此
高
級
の
評
便
を

珈
ミ
に
再
詐
債
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
此
再
評
債
は
實
に
人
類
精
榊
に
工
特
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
敏
心
理
墨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
含
一
　
十
　
ゐ
ハ
　
鼎
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、

㎜
ち
諏
。
美
的
、
道
徳
的
、
知
的
債
値
は
其
典
型
で
あ
る
。
鼻
面
是
等
は
生
門
前
の
一
部
に
厩
す
る
。
何

ユ

　
か
其
外
に
生
活
全
膿
の
債
値
を
完
成
統
一
保
存
す
る
と
こ
ろ
の
統
合
的
債
値
は
な
い
の
で
あ
ら

　
う
か
。
宗
敏
の
債
値
は
激
ち
之
に
外
な
ら
諏
。
此
全
的
債
値
を
取
扱
ふ
の
が
機
能
的
宗
敏
心
理

　
學
で
あ
る
。
　
こ
、
に
於
て
か
機
能
的
宗
敏
心
理
學
は
債
値
論
的
心
理
學
に
結
合
さ
れ
カ
。
荷
此

　
織
に
因
み
ズ
類
似
の
見
地
と
の
差
異
を
注
意
も
て
置
か
ね
ば
な
ら
糧
、
“
「
第
一
に
函
南
論
的
宗
敏

　
心
理
學
を
創
始
し
π
へ
7
ヂ
ン
グ
の
思
想
は
餓
程
よ
く
畑
鼠
冠
し
π
と
こ
ろ
と
似
て
居
る
け
れ

　
ど
竜
ヘ
シ
ヂ
ン
グ
氏
の
宗
敏
公
理
は
「
債
値
の
保
存
一
に
止
ま
っ
て
居
る
。
保
存
は
宗
敏
償
値
の
r

　
機
能
で
あ
る
が
肥
れ
を
以
て
全
面
を
治
す
こ
と
は
出
來
な
い
、
必
ら
ず
別
に
完
成
、
統
一
の
機
能
を

　
高
調
せ
ね
ば
な
ら
訟
。
第
二
に
エ
；
ム
ス
は
宗
敏
を
最
高
点
會
忌
門
の
意
識
で
あ
る
と
云
つ
π

　
が
、
何
故
に
母
静
的
と
最
高
と
の
爾
制
限
を
附
し
カ
の
で
あ
る
か
。
宗
敏
に
は
胆
か
に
非
肚
會
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
便
値
が
あ
る
。
彼
の
肝
心
濟
に
野
す
る
純
粋
個
人
的
欲
求
や
紳
人
合
一
の
私
的
三
昧
は
宗
敏
的

　
な
ら
ず
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
次
に
工
貰
ム
ス
の
「
最
高
」
は
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
か
。
・

　
若
し
そ
が
特
殊
の
内
容
を
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
明
に
狡
随
の
見
地
で
あ
る
。
誤
配
在
的
再
評
債

　
の
最
高
を
意
殊
す
る
な
ら
ば
正
當
で
あ
る
が
此
織
の
思
想
は
事
實
上
工
璽
ム
ス
の
論
述
で
は
鋼

　
然
詑
る
竜
の
が
な
い
。

O



四

　
　
ロ
「
氏
が
宗
敏
及
宗
敏
意
識
に
甥
す
る
根
本
思
想
は
上
に
見
る
如
く
で
あ
る
、
以
て
い
か
に
氏

　
が
晶
じ
ム
ス
の
思
想
を
補
正
し
て
機
能
的
宗
激
心
理
學
の
完
成
に
努
力
し
π
か
く
分
る
で
あ
ら

　
・
う
。
然
ら
ば
進
ん
で
氏
は
一
々
の
現
象
解
語
の
上
に
い
か
に
之
を
運
用
し
た
て
あ
ら
う
か
。
氏

　
の
近
著
は
稽
断
片
的
で
、
氏
が
霞
ら
云
は
れ
だ
檬
に
興
味
の
趨
く
懐
、
に
記
述
さ
れ
て
あ
あ
か
ら
、

　
今
更
工
．
汀
ム
ス
と
の
蓮
面
上
前
壷
の
結
構
に
從
っ
て
追
求
し
て
見
る
。
最
初
に
宗
敏
の
種
族
的

　
登
展
の
現
象
に
つ
い
て
、
コ
蓼
氏
は
入
室
面
的
事
忌
を
．
引
用
す
る
に
極
め
て
注
意
深
き
態
度
を
採

　
つ
だ
。
之
は
工
置
ム
ス
が
論
の
た
め
に
材
料
の
選
鐸
を
粗
略
に
し
て
驚
く
べ
き
猫
断
に
陥
つ
カ

　
こ
と
に
鑑
み
π
の
で
あ
る
。
氏
は
先
づ
無
言
の
種
族
的
起
源
を
見
π
が
、
原
始
人
の
問
に
存
す
る

　
宗
敏
現
象
及
其
動
機
を
理
解
す
る
は
人
類
學
者
な
ら
ざ
る
者
に
と
ウ
て
は
頗
る
困
難
で
あ
る
か

　
ら
常
に
田
常
経
験
に
照
し
て
考
察
す
る
に
カ
め
て
居
る
。
　
か
㌧
る
態
度
を
以
て
探
求
し
だ
結
果

　
原
始
人
の
心
理
に
つ
き
て
痴
言
反
省
的
孜
る
乙
と
。
か
＼
る
個
入
の
集
團
は
群
集
一
壷
に
類
す

　
る
も
の
で
あ
る
か
ら
往
々
に
し
て
私
的
に
は
不
可
能
な
る
精
聯
活
動
を
生
ず
る
乙
と
。
然
も
此

撒　

｣
騰
は
一
揆
の
如
く
愚
な
る
衝
動
的
團
膣
で
は
な
く
固
定
し
て
権
威
あ
る
慣
習
に
無
批
難
的
に

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
教
心
理
學
　
　

．
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

隈
規
定
さ
れ
て
居
る
。
其
興
昧
は
六
扇
生
活
の
必
須
に
關
し
陀
直
接
的
非
反
省
的
情
緒
の
所
産
で

　
あ
っ
て
知
的
要
素
は
極
め
て
少
な
い
。
面
詰
生
活
は
分
化
せ
ず
法
律
も
道
徳
竜
宗
敏
も
渾
然
と

　
し
て
一
π
る
の
駿
態
で
あ
る
。
原
「
始
人
の
精
紳
生
活
の
血
膿
は
痴
言
意
識
即
慣
習
を
通
じ
て
個

　
人
的
纏
験
を
反
省
へ
進
衰
し
む
る
本
能
行
爲
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
等
の
事
實
を

　
確
め
た
。
氏
は
か
㌧
る
原
始
人
の
心
理
の
上
に
煮
直
せ
る
宗
敏
性
を
内
外
爾
面
か
ら
観
察
し
尤
。

　
外
相
的
見
地
に
て
は
食
物
に
治
す
る
祭
祀
家
事
、
入
新
、
婚
姻
、
出
生
等
に
面
す
る
祭
飛
典
禮
か
ら
ト

　
葺
タ
ミ
「
ズ
ム
、
マ
ナ
、
タ
ブ
了
、
呪
術
、
紳
話
等
の
諸
現
象
に
簡
略
な
る
読
明
を
し
、
て
居
る
が
エ
ー
ム
ス

　
氏
の
態
度
と
異
っ
て
極
め
て
廣
く
引
価
し
て
．
毫
竜
偏
僻
の
見
に
堕
せ
な
か
つ
π
。
次
に
内
的
滲

　
察
口
入
う
原
始
人
の
實
生
活
と
慣
習
儀
容
に
徴
し
て
其
問
に
明
か
に
心
立
の
完
成
、
統
一
、
保
存
の

　
存
在
す
る
こ
と
を
謹
し
て
下
の
如
き
蹄
結
を
得
π
。
　
一
、
宗
敏
は
原
始
人
の
問
に
存
す
、
何
と
な
れ

　
ば
諸
の
書
面
に
つ
き
て
宗
敏
敵
機
館
が
管
痴
れ
つ
＼
あ
れ
ば
な
う
。
　
二
、
原
始
の
宗
敏
は
生
活
に

　
重
要
な
る
あ
ら
ゆ
る
興
味
を
包
括
す
。
　
三
、
原
始
宗
敢
は
食
物
、
結
婚
、
載
争
の
如
き
本
能
的
行
動
よ

　
う
直
接
に
生
ず
。
　
四
、
宗
敏
は
慣
習
及
事
由
組
織
の
下
に
存
す
る
種
々
な
る
杜
會
本
能
よ
う
特
別

　
な
る
道
程
に
起
て
生
成
す
。
　
五
、
宗
敏
の
起
源
に
塗
し
て
は
、
宗
敏
は
其
始
源
に
於
て
呪
術
及
び
租

　
先
駆
葬
と
謹
繋
を
有
し
尤
ム
・
。
六
、
π
と
へ
動
物
淋
、
早
番
は
人
聞
釣
形
相
の
諸
紳
に
先
行
す
と
雄



　
も
、
然
竜
擬
人
化
の
作
用
は
一
切
紳
相
の
根
抵
な
う
云
々
。
最
後
の
識
に
労
す
る
見
解
は
新
奇
に

　
し
て
機
根
的
で
あ
る
、
、
其
要
を
云
へ
ば
、
若
し
外
見
に
依
れ
ば
人
間
相
の
前
に
動
物
桐
、
怪
物
相
、
事

　
人
受
獣
相
が
あ
る
が
心
理
上
か
ら
見
れ
ば
必
ら
ず
し
も
動
物
其
者
の
模
爲
で
ば
な
く
し
て
動
機

　
か
ら
云
へ
ば
擬
人
的
表
現
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
見
れ
ば
擬
人
化
作
用
は
始
か
ら
存
在
し
た
と

　
云
ふ
の
で
あ
る
、
一
理
あ
る
詮
と
思
ふ
。
淋
の
観
念
の
創
生
に
つ
き
て
は
初
め
に
理
知
的
見
地
を

　
排
除
す
べ
き
を
恐
き
、
此
概
念
は
最
原
始
を
菟
包
括
す
る
程
の
廣
義
に
解
せ
ね
ば
な
ら
澱
と
し
、
其

　
の
考
察
に
二
っ
て
構
成
機
能
の
爾
面
の
二
二
を
だ
ど
つ
た
。
構
成
的
観
察
に
於
て
は
紳
観
念
の

　
構
成
に
用
ひ
ら
れ
π
元
素
的
槻
念
を
登
見
せ
ん
と
し
、
原
始
的
紳
話
に
表
現
し
來
る
精
紳
に
共
魎

　
な
る
五
要
素
を
認
め
得
π
。
そ
れ
は
一
、
動
物
の
様
相
。
二
、
入
問
の
様
相
。
三
、
精
霊
の
檬
相
。
　
四
、

　
自
然
現
象
若
く
は
過
程
。
五
、
マ
ナ
で
あ
る
。
此
五
要
素
は
悉
や
軍
な
る
要
素
と
見
る
べ
き
も
の

　
で
、
若
し
其
一
を
探
っ
て
唯
一
の
起
源
と
せ
ば
大
な
る
誤
謬
に
照
る
。
叉
是
等
の
要
素
は
宗
敏
の

　
保
守
性
に
關
せ
ず
礎
動
的
で
あ
ム
．
人
丈
的
自
然
的
の
條
件
若
く
は
其
相
互
關
係
に
依
っ
て
様
々

　
な
る
礎
遷
上
達
を
工
ん
だ
の
で
あ
る
。
然
も
既
に
是
等
は
要
素
で
あ
る
と
せ
ば
人
類
は
何
故
に

　
此
要
素
を
望
み
又
そ
れ
よ
う
種
々
な
る
結
合
を
な
す
の
で
あ
る
か
。
鼓
に
於
て
紳
の
観
念
の
機

㎜
能
的
考
察
に
入
ら
ね
ば
な
ら
発
而
し
て
機
能
は
人
類
一
般
型
に
原
始
入
の
生
活
と
其
精
解
的

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
鍛
…
心
理
學
　
　
　
　

’
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八
「

犠
特
質
を
離
れ
て
は
見
る
こ
と
が
出
戸
な
い
。
斯
く
て
コ
書
聖
は
原
始
入
の
風
蘭
生
活
が
本
能
的

1

　
情
緒
的
な
る
こ
と
を
指
示
し
、
か
㌧
る
擬
態
に
あ
っ
て
は
其
倍
緒
の
興
奮
に
よ
う
て
著
し
く
威
情

　
移
入
が
行
は
る
、
も
の
で
あ
る
こ
と
を
懇
ろ
に
説
い
て
、
帥
の
繋
念
の
要
素
が
成
立
す
る
に
は
此

　
作
用
が
主
な
る
役
扇
を
演
じ
て
居
る
こ
と
を
朋
か
に
し
紳
の
槻
念
は
有
機
的
胱
會
的
要
求
が
威

．
情
移
入
を
通
じ
て
襲
現
し
た
竜
の
で
あ
る
と
云
つ
だ
。
以
上
は
種
族
競
走
展
の
起
始
に
於
け
る

　
宗
敏
の
考
察
を
主
に
し
π
の
で
あ
る
が
。
　
コ
二
二
は
宗
敏
の
螢
達
を
い
か
に
見
て
居
る
の
で
あ

　
ら
う
か
。
氏
は
細
註
ム
ス
と
同
じ
く
初
起
宗
敏
の
類
同
性
を
高
調
し
、
原
始
人
の
興
味
や
情
緒
の

　
軍
純
性
と
均
一
性
と
を
種
々
な
る
人
類
學
土
俗
學
的
の
事
實
を
引
い
て
謹
擦
立
て
π
。
然
も
宗

　
敏
は
無
限
の
分
化
を
呈
示
し
て
居
る
其
分
化
の
動
因
は
果
し
て
何
で
あ
る
か
。
氏
は
噛
五
動
因
を

　
墨
げ
だ
。
そ
れ
は
一
、
地
理
的
歌
況
。
　
二
、
脛
濟
的
登
達
。
　
三
、
勉
會
的
政
治
的
組
織
。
　
四
、
人
民
の
相

　
互
作
用
。
　
五
．
哲
學
科
學
藝
術
語
の
文
化
的
影
響
。
六
、
宗
敏
の
制
度
化
。
七
、
個
人
の
影
響
で
あ
る
。

　
　
か
く
て
宗
敏
の
分
化
は
構
成
的
と
云
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
本
來
機
能
的
で
あ
る
。
共
憂
異
は
爲

　
さ
れ
π
る
事
、
之
に
至
る
手
段
及
其
依
厩
せ
る
團
膣
の
上
に
存
す
る
。
　
更
に
約
言
す
れ
ば
生
活
の

　
特
殊
目
的
語
並
び
に
欲
求
を
満
足
せ
し
む
べ
き
特
殊
勢
塗
上
の
相
違
が
特
殊
の
進
路
に
思
想
を

　
分
岐
ぜ
し
む
る
の
で
あ
る
と
云
ぷ
。



　
　
宗
敏
の
聴
入
的
野
達
に
つ
き
て
は
一
著
ム
ス
氏
と
コ
「
琉
と
は
大
に
趣
を
異
に
し
て
雇
ξ
、

　
工
璽
ム
ス
氏
は
個
入
時
的
登
逮
を
幼
少
期
、
禽
円
年
期
ヤ
こ
分
け
て
…
詳
蓮
し
で
鴇
記
隠
る
が
コ
｝
氏
の
ソ
榊
近
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
は
こ
れ
が
な
い
。
≧
は
恐
ら
く
氏
は
既
に
過
去
に
於
て
か
＼
る
機
生
的
の
研
究
を
公
げ
に
し
て

　
居
る
か
ら
反
復
を
避
け
た
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
竜
、
氏
の
磐
著
に
曾
て
は
機
能
主
義
の
適
用
が
見

　
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
唯
共
の
萌
芽
と
も
見
る
べ
き
動
的
心
理
學
の
圭
張
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
或
は
氏
が
個
入
野
饗
生
に
…
封
ず
る
考
が
幾
分
異
っ
た
爲
に
門
生
心
理
學
聖
画
分
を
設
け
な
か
つ

　
控
か
も
知
れ
な
い
。
蓮
著
に
於
て
氏
は
醐
膿
と
個
入
の
駿
達
は
相
俘
ふ
竜
の
と
、
考
へ
て
居
る
。

　
此
論
は
声
帯
行
爲
と
し
て
の
宗
敏
と
個
入
行
爲
と
し
て
の
宗
敏
に
見
る
乙
と
が
出
町
る
。
氏
は

　
興
野
の
宗
敏
的
類
型
を
三
種
に
分
け
控
が
其
三
類
は
や
が
て
宗
敏
意
識
其
者
の
登
展
を
暗
に
標

　
識
し
π
の
で
あ
る
。
第
一
は
宗
敦
的
群
集
内
の
個
人
で
あ
っ
て
衝
動
的
非
反
省
的
な
る
を
特
質

　
と
す
。
第
二
は
僧
椹
的
團
艦
に
あ
る
峰
入
に
て
其
意
識
は
模
倣
的
で
あ
る
。
第
三
合
議
的
弓
騰

　
の
個
人
で
あ
っ
て
個
人
的
宗
敏
理
想
は
自
由
に
且
完
全
に
實
現
す
る
の
で
あ
る
。
此
瓢
に
於
て

　
氏
が
先
に
宗
敏
一
般
を
肚
會
的
人
格
的
機
能
を
有
す
と
云
つ
だ
こ
と
㌦
調
聾
し
て
宗
敏
意
識
の

　
登
展
は
正
に
既
機
能
の
則
に
從
ふ
竜
の
な
る
こ
と
實
謹
き
れ
だ
の
で
あ
る
。

聯
　
宗
敏
意
識
の
横
断
的
観
察
に
つ
き
て
も
7
氏
は
上
の
見
地
か
ら
種
々
な
み
宗
敏
経
験
を
説

　
　
　
　
　
機
能
酌
宗
敷
心
理
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鱒
九
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哲
攣
磁
究
　
　
第
三
十
穴
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

明
し
て
居
る
が
煩
難
を
避
け
て
＝
一
の
例
を
墨
ぐ
る
に
止
む
る
。
回
心
に
就
て
は
初
め
に
其
構

成
要
素
を
一
、
早
時
経
験
の
追
及
、
二
、
清
新
な
る
威
畳
要
素
、
三
、
或
種
の
本
能
的
衝
動
、
四
、
此
等
要
素
の

結
合
法
則
た
る
曜
示
、
無
意
識
、
習
慣
構
成
の
諸
作
用
点
に
分
ち
其
機
能
に
つ
き
て
は
、
一
、
回
心
は
確

か
に
薔
尺
度
の
上
に
新
満
足
を
測
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
窮
ろ
一
履
満
足
な
る
尺
度
の
探
用
で
あ

る
。
　
二
、
回
心
は
自
我
の
翼
實
に
形
成
さ
る
㌧
第
一
歩
で
あ
る
。
　
三
、
回
心
は
恐
ら
く
常
に
杜
會
性

の
創
造
に
於
け
る
始
で
あ
る
。
四
、
自
己
と
魅
會
の
各
員
と
同
胞
た
る
を
威
得
す
る
と
同
時
に
瀞

と
同
胞
完
る
を
域
得
す
云
々
と
云
ひ
回
心
が
所
謂
杜
心
的
人
格
的
慮
我
實
現
の
入
門
だ
る
事
を

開
か
に
し
た
。
　
コ
「
氏
に
依
れ
ば
警
急
の
二
更
及
心
理
は
殆
ど
宗
教
二
二
の
歴
史
及
心
理
で
み

る
。
何
と
な
れ
ば
宗
敏
は
生
活
債
値
の
集
中
に
愛
し
所
傭
は
其
領
値
嵩
織
の
言
語
的
表
現
若
く

は
少
く
と
も
其
表
現
の
想
起
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
直
焼
鮎
は
入
格
的
形
相
を
と
る
傾
向
が
あ

る
か
ら
、
所
薦
は
本
來
紳
に
向
っ
て
話
し
掛
く
る
乙
と
若
く
は
紳
と
の
談
話
で
あ
る
。
乍
併
此
原

型
か
ら
各
種
の
分
化
が
あ
る
。
古
典
的
脚
秘
主
義
に
あ
っ
て
は
所
業
は
時
々
「
内
的
所
疇
」
と
呼
ば

れ
詞
な
き
從
て
無
言
の
注
意
集
注
叉
は
冥
想
で
あ
る
。
又
反
甥
に
儀
式
主
義
に
託
て
は
言
語
の

法
式
が
嚴
密
に
反
復
き
れ
、
供
儀
と
結
合
し
て
所
濤
其
者
が
一
種
の
敷
験
を
有
す
る
こ
と
に
な
つ

イ
居
る
。
　
こ
＼
で
醗
酵
構
成
機
能
の
当
面
か
ら
見
て
、
其
の
形
式
が
純
紳
利
己
的
か
ら
髄
會
駒
起



進
み
、
叉
其
の
鷹
験
の
認
識
が
外
的
溶
融
よ
う
内
面
的
道
徳
意
識
乃
至
自
己
の
宗
敏
的
便
値
意
識

に
移
目
行
く
こ
と
を
確
か
み
て
、
所
論
の
機
能
は
人
格
的
自
我
實
現
の
本
質
的
に
肚
會
的
な
る
形

相
を
登
展
せ
し
む
る
に
あ
る
。
若
し
叉
そ
を
欲
求
に
つ
き
て
云
へ
ば
所
薦
は
も
と
浸
る
欲
求
の

固
執
に
出
つ
る
の
で
あ
る
が
其
の
置
忘
す
る
と
こ
ろ
は
自
己
の
欲
求
を
超
越
的
と
認
め
だ
る
欲

求
の
一
系
統
に
組
織
し
て
．
而
し
て
後
自
己
の
欲
望
控
ら
し
む
る
に
あ
る
と
説
い
た
。
最
後
に
コ

B
氏
は
上
の
如
き
諸
種
の
論
蓮
を
ば
宗
敏
性
の
考
察
を
以
て
結
ん
で
居
る
。
氏
は
宗
敏
性
が
果

し
て
人
間
性
の
根
本
的
な
る
竜
の
な
る
か
、
將
又
附
帯
的
の
も
の
な
り
や
と
の
疑
問
を
登
し
声
問

並
に
本
性
の
意
義
を
決
し
て
、
更
に
從
來
の
直
観
設
、
本
能
読
、
特
殊
情
緒
説
態
度
論
を
批
到
し
て
是

等
は
若
し
本
性
を
構
成
の
意
に
解
し
て
合
成
の
要
素
な
う
と
せ
ば
其
の
何
れ
も
宗
敏
的
を
標
識

す
る
こ
と
を
得
な
い
。
　
こ
は
藝
術
的
作
品
の
贋
値
が
其
素
材
の
分
析
に
依
っ
て
到
底
得
る
能
は

ざ
る
と
同
様
で
あ
る
。
故
に
宗
敏
性
は
経
験
統
合
の
特
殊
な
る
様
相
に
求
め
ね
ば
な
ら
ん
。
即

ち
そ
は
理
想
的
便
値
の
野
津
に
依
て
経
験
を
統
合
す
る
に
在
る
。
　
然
も
共
統
合
の
申
心
は
一
…
糠

で
は
な
い
が
。
し
か
し
な
が
ら
麿
會
的
本
能
が
主
位
を
占
む
る
こ
と
は
孚
は
れ
な
い
事
實
で
あ

る
と
云
つ
π
。

コ787

機
能
的
宗
敢
心
理
摩

二
み
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甜
誓
　
　
墨
・
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
一
二
　
十
　
六
　
鱒
側

五

二
二

　
上
來
機
能
的
宗
敏
心
理
學
の
起
源
と
登
展
と
に
つ
き
て
略
概
観
を
得
だ
檬
に
思
ム
。
此
思
想

の
経
路
は
哺
見
し
て
明
瞭
な
る
が
如
く
、
殆
ん
ど
其
正
に
到
る
べ
き
織
に
達
し
π
か
の
如
く
で
あ

る
。
帥
ち
功
利
的
濫
用
論
的
精
聯
の
下
に
禺
た
心
的
動
乱
が
生
物
學
の
機
能
概
念
を
借
ウ
、
そ
れ

に
贋
値
論
を
結
び
更
に
自
我
論
を
入
れ
泥
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
そ
は
唯
思
想
進
展
の
輪
廓
で

あ
る
。
吾
人
は
更
に
宗
敏
心
理
學
其
自
身
の
立
面
か
ら
此
學
涙
の
寄
與
を
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

其
貢
献
は
第
一
に
宗
敏
心
理
學
に
適
用
さ
れ
た
生
物
學
的
思
想
を
一
壷
理
論
化
し
て
、
一
の
統
一

原
理
を
幽
し
だ
る
乙
と
。
第
二
宗
敏
に
適
用
さ
れ
尤
魔
會
心
理
學
の
思
想
を
統
弄
し
て
同
じ
く

之
を
一
概
念
に
馬
蹄
せ
し
め
ん
と
企
た
乙
と
で
あ
る
。
第
一
の
織
に
つ
き
て
見
る
と
、
ダ
ー
ウ
ヰ
ン

の
進
化
論
に
基
き
て
宗
敏
心
理
學
に
入
類
學
的
、
生
物
學
的
、
再
三
面
的
下
馬
を
適
用
す
る
こ
と
を

敏
へ
π
の
は
メ
ペ
ン
サ
蓄
で
あ
っ
た
。
就
中
生
物
學
の
適
用
は
彼
以
後
種
々
に
分
化
し
た
。
先

づ
其
進
化
の
原
理
は
最
も
多
く
の
影
響
を
與
へ
宗
敏
の
種
族
的
進
化
に
つ
き
て
無
数
の
人
類
學

的
研
究
」
を
誘
起
し
、
個
謡
扇
進
化
の
方
面
で
は
、
所
謂
宗
敏
の
登
生
的
研
究
を
生
ぜ
し
め
だ
。
彼
の

宗
敏
心
理
學
を
し
て
濁
立
の
研
究
磁
石
π
ら
し
む
る
機
會
を
三
つ
だ
兇
童
及
凶
年
の
宗
敏
心
研



　
究
も
實
は
此
薮
生
的
研
究
の
結
果
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。
然
る
に
前
生
駿
達
を
云
ふ
に
は
必
ら

　
ず
や
共
進
化
の
起
織
に
注
意
し
な
い
わ
け
に
行
か
綴
。
何
考
が
何
露
よ
釦
登
窮
す
る
の
で
あ
る

　
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
一
般
に
進
化
を
詮
く
こ
と
は
出
面
な
い
の
で
あ
る
。
歴
れ
一
時
宗
敏
起
源

　
論
の
盛
な
う
し
所
以
で
あ
る
。
此
問
題
は
今
尚
解
決
さ
れ
π
と
云
ふ
ζ
と
が
出
露
な
い
。
或
は

　
本
能
と
し
、
直
観
と
し
、
情
緒
と
し
、
行
動
と
し
、
叉
各
其
内
に
も
無
爵
の
類
別
が
出
で
、
癌
々
の
論
紛
然

　
と
し
て
適
量
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
有
様
で
あ
る
。
然
る
に
今
機
能
的
宗
敏
心
理
學
は
此
紛

　
璽
を
統
一
せ
ん
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
初
め
識
耳
ム
ス
に
全
て
從
來
哺
切
の
起
源
論
は
静

　
槻
分
析
の
結
果
抽
象
し
点
差
心
的
要
素
の
嚇
を
宗
敏
の
起
源
に
擬
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の

　
如
き
も
の
は
、
悉
く
宗
敏
経
験
の
現
嘉
言
と
異
な
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
翼
の
起
源
は
活
現
實
の
経
験

　
に
郎
し
て
其
機
能
の
内
に
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
っ
た
。
然
竜
工
馨
ム
ス
井
ぴ
に
或

　
る
黙
で
乙
＼
に
旙
す
べ
き
キ
ン
グ
譲
で
は
未
だ
奮
來
の
丸
盆
を
脱
却
せ
ず
此
起
源
が
機
能
の
内

　
に
子
心
さ
る
べ
き
ζ
と
を
認
め
な
が
ら
或
は
原
的
衝
動
作
用
や
、
特
殊
な
る
態
度
若
く
は
反
慮
を

　
照
し
て
之
を
翼
の
起
源
と
し
だ
。
然
る
に
漸
く
コ
重
氏
に
至
っ
て
、
か
＼
る
部
分
的
の
見
地
を
捨

　
て
＼
、
急
激
の
起
源
は
全
生
活
欲
求
若
く
は
債
値
の
統
一
、
完
成
、
保
存
の
機
能
に
外
な
ら
ず
と
見
力
。

㈱
こ
＼
に
至
っ
て
機
能
的
起
源
論
は
完
成
さ
れ
、
從
て
一
切
の
生
物
學
的
起
源
論
は
二
七
せ
ら
れ
禿

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
轍
…
・
心
理
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
三
　
十
　
六
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
西

㎜
　
の
で
あ
る
。
其
見
解
の
二
黒
は
暫
く
措
き
、
飽
く
迄
も
生
物
學
の
側
に
立
っ
て
生
物
學
よ
う
誘
起
、

1

　
さ
れ
π
問
題
を
解
結
し
π
こ
と
は
大
い
に
多
と
せ
ね
ば
な
ら
臆
。

　
　
第
二
、
就
會
心
理
學
的
統
制
は
債
値
と
機
能
と
の
結
合
で
あ
る
宗
敏
心
理
學
の
範
國
内
に
於
け

　
る
魁
會
心
理
二
二
研
究
は
鮭
二
二
の
勃
興
に
刺
戟
ぜ
ら
れ
イ
し
生
じ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
か
米

　
國
の
宗
敏
心
理
學
に
直
接
影
響
を
輿
囚
π
の
は
ぜ
ー
ム
ス
の
自
我
論
と
ク
貰
り
蚕
及
ポ
ル
ー
3
ヴ
ヰ

　
ン
ニ
氏
の
鮭
會
意
識
登
謬
論
で
あ
っ
た
。
然
し
注
意
す
べ
き
ζ
と
は
宗
敏
の
鮭
會
心
理
學
的
方

　
面
で
は
其
縦
断
的
研
究
は
部
分
的
な
る
に
略
せ
よ
、
包
括
的
な
る
に
も
せ
よ
一
般
の
畿
生
的
見
地

　
と
合
一
し
て
居
る
。
故
に
其
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
は
寧
ろ
横
撃
的
考
慮
に
あ
る
。
而
し
て
此
方

　
面
の
研
究
で
は
証
會
我
の
登
達
と
便
値
意
識
の
問
題
が
申
心
と
な
っ
て
居
る
。
　
こ
の
爾
者
は
各

　
軍
濁
に
駿
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
終
に
蹄
一
す
べ
き
煙
命
を
有
し
た
。
即
ち
償
値
は
欲
求
に
根
源

　
し
、
欲
求
は
自
我
に
於
て
其
の
根
元
を
看
出
す
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
膚
我
早
耳
の
過
程
と
憤
値

　
の
統
一
、
完
成
保
存
の
問
題
は
並
行
す
る
、
換
言
せ
ば
構
成
要
素
で
な
く
專
ら
其
機
能
に
即
し
て
見

　
る
な
ら
ば
、
自
我
早
手
爾
者
は
同
一
過
程
の
雨
面
で
あ
る
、
一
は
圭
膣
よ
う
見
、
他
は
早
耳
よ
ウ
見
だ

　
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
既
に
ボ
ル
ト
ヴ
串
ン
に
其
萌
芽
を
見
π
が
．
明
自
に
こ
れ
を
氣
付
く
ま

　
で
に
は
長
い
歴
更
を
有
す
る
の
で
あ
る
。



　
　
以
上
の
如
く
見
る
な
ら
ば
機
能
的
宗
教
心
理
學
が
今
獲
だ
結
果
は
貴
い
も
の
と
云
は
ざ
る
を

　
得
な
い
。
唯
警
戒
を
要
す
る
こ
と
は
此
丈
義
を
引
用
す
る
血
合
に
、
み
だ
ウ
に
無
批
判
に
其
主
張

　
を
探
面
し
て
は
な
ら
な
い
。
　
元
來
こ
れ
は
心
理
要
素
論
の
弊
に
慨
し
て
反
動
的
に
生
じ
た
の
で

　
あ
る
か
ら
、
往
々
に
し
て
事
實
の
過
重
が
あ
る
。
構
成
的
心
理
學
は
無
意
義
で
あ
る
言
語
の
心
理

　
學
は
正
し
く
機
能
心
理
學
な
る
べ
し
な
ど
云
ふ
が
如
き
は
朋
自
な
る
謬
見
で
あ
る
。
機
能
は
本

　
家
構
成
を
離
れ
て
存
立
し
得
べ
き
竜
の
で
な
い
。
然
る
に
穏
健
周
密
な
る
コ
貰
氏
で
さ
へ
構
成

　
の
二
階
の
下
に
常
に
機
能
を
説
き
な
が
ら
、
痛
言
の
並
立
す
べ
き
こ
と
を
公
言
し
な
か
っ
た
の
は

　
怪
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
爾
一
注
意
す
べ
き
は
慣
値
面
目
的
論
的
見
地
を
高
調
す
る
の
結
果

　
哲
學
と
の
學
最
上
の
分
界
を
混
同
す
る
語
れ
あ
る
乙
と
で
あ
る
。
二
値
論
的
見
地
が
皆
野
と
し

　
て
の
心
理
學
に
是
認
し
得
べ
き
や
否
、
か
は
別
箇
の
問
題
と
な
る
か
ら
今
論
じ
な
い
が
、
唯
ご
言
を

　
附
加
す
れ
ば
、
か
㌦
る
論
述
ば
い
か
に
竜
明
瞭
に
理
義
澄
徹
し
て
嵩
ん
で
思
は
ず
快
哉
を
叫
ば
し

　
む
る
竜
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
然
も
往
々
に
し
て
主
義
の
だ
め
に
事
實
を
看
過
し
、
又
は
曲
解
す
る

　
之
と
が
あ
る
。
俺
且
つ
現
象
の
一
二
鮎
を
誇
張
し
て
考
察
の
範
圏
を
霞
ら
局
限
す
る
が
如
き
は

　
大
な
る
病
弊
で
あ
る
。
是
等
の
見
地
は
要
す
る
に
公
軍
嚴
正
な
る
溝
成
的
研
究
の
努
力
上
に
添

㎜
隠
し
℃
始
め
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
二
等
の
主
義
の
た
め
に
借
用
の
事
實
を
狸
ウ
に
誤
用

　
　
　
　
　
機
能
的
宗
…
教
心
理
學
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
且



　
　
　
　
　
折
隅
　
環
甲
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
十
　
山
く
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

医
す
る
が
如
き
は
断
と
し
て
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
生
物
學
入
類
學
の
資
料
に
幸
し
て

　
特
に
か
く
の
如
き
こ
と
が
多
い
の
は
痛
嘆
に
堪
へ
な
い
。
西
園
は
築
く
と
竜
根
本
資
料
の
嚴
密

　
な
る
研
究
は
最
竜
高
債
で
あ
る
。
米
國
で
は
宗
敏
心
理
學
で
初
期
の
二
三
氏
が
回
問
統
計
を
試

　
み
π
の
と
ぜ
童
ム
ス
の
個
人
経
験
に
つ
き
て
叉
ヌ
ト
ラ
ッ
ト
ン
が
聖
典
や
宗
敏
文
學
に
つ
き
て
の

　
研
究
の
外
種
族
的
に
も
個
人
的
に
も
原
本
的
資
料
の
純
心
理
學
的
研
、
究
を
企
つ
る
人
が
甚
だ
蓼

　
々
だ
る
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
〔
完
〕

　
　
　
〔
附
…
記
〕
本
・
稿
は
近
く
・
絹
…
次
で
獲
表
す
べ
き
「
儂
棺
炉
論
的
…
冶
ホ
教
心
理
學
」
及
び
赴
ハ
封
立
た
る
「
ヴ
ン
ト
の
冶
不
教
心

　
　
理
墨
こ
の
前
階
を
な
す
べ
き
一
種
の
摘
鍛
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
　
故
に
此
學
派
の
科
學
黒
蝿
寛
債
値
は

　
　
右
の
二
稿
で
趣
一
暦
剛
〃
か
に
し
た
い
と
思
ふ
。
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